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【物部川地域】

№ №

1 1

2 2

3 3

4 4

5 　　　　　　　　統合 　 追加① 5

6 追加② 6

平成24年度　地域アクションプラン・項目（改定案）

現在（第1期：H21～H23） 改定案（第2期：H24～H27)

南国市の園芸主幹品目の振興

香南市・香美市の基幹園芸品目の販売力向上対策

香南市・香美市の基幹園芸品目の産地力強化

南国市の園芸主幹品目シシトウの再構築

エメラルドメロンの販売力向上対策

ニラの産地力強化「日本一のニラ産地の維持・拡大へ向けた仕組みづくり」

地産地消・食育の推進

直販所「あけぼの市」の機能強化による農家の所得向上及び交流人口の拡大　

地産地消・食育の推進

生産者と消費者をつなぐ場づくり　～まずは農家レストラン～

 地域の特産品づくり　～農産物加工への取組～ 地域農産物を活用した直販所「ひかり市」の施設拡充

7 7

8 8

9 　 9

10 削除①　 　　　　　 　　 追加③ 10 加工品販売による夜須地域の活性化

11 11 生産から販売までのユズの総合的な産地強化対策

12 　　　　　　 12 香美市ブランドの確立・特産品づくり

13 13 民有林における素材の増産

14 14 木質バイオマスの活用に向けての取組

15 15 シイラ等の加工商材活用

16 16  「ごめん」の賑わいづくり　～ごめんの活性化～

17 17 香南市の地場産品販売促進

シイラの加工商材活用

 「ごめん」をブランド化　～トライアングルゾーンの活性化～

香南市コミュニティガイド事業

｢ごめんケンカシャモ」のブランド化の取り組み

大学生による地域応援団（サポーター）づくり

農産物加工等への取組計画

高齢農家とともに支える農業の仕組みづくりと集落の活性化

生産から販売までのユズの総合的な産地強化対策

香美市ブランドの確立・特産品づくり

民有林における間伐の推進

地域の特産品づくり　～農産物加工への取組～

｢ごめんケンカシャモ」のブランド化の取組

大学生による地域応援団（サポーター）づくり

木質バイオマスの活用に向けての取組(需要者開発）

17 17 香南市の地場産品販売促進

18 18 香南市の商業振興への取組

19 　　　　　　　　　　　統合 19 地場産業(土佐打刃物、フラフ）の振興

20 20 観光事業から観光産業へ～観光産業の振興～

21 21 体験観光等の旅行商品化と販売の推進・地域の観光情報の発信

22 22 「森の駅」を中心とした体験型観光の推進

追加④ 23

香南市コミュニティガイド事業

地場産業(土佐打刃物、フラフ）の振興

広域観光の取組の推進

観光交流のネットワークづくり(観光推進体制の確立強化）

 歴史的資源を活用した地域活性化への取組　～土佐のまほろば～

体験観光型メニューの滞在型旅行商品化アクションプラン

観光交流の受け皿づくり



物部川地域アクションプラン追加・削除予定項目 

 

■追加 

NO. アクションプラン名 事業概要 

１ 

直販所「あけぼの市」の機能強化による農

家の所得向上及び交流人口の拡大  

事業主体：JA 長岡 

国道 195 号通称「あけぼの街道」の全線開通を好

機ととらえ、直販所・加工所を本線沿いに移転拡

充して地域農産物の販売や地域資源を活用した加

工品の開発・販売をし、地域農業者の所得向上を

図るとともに、隣接する「ながおか温泉」への誘

客を促進し、交流人口の拡大につなげる。 

２ 

地域農産物を活用した直販所「ひかり市」

の施設拡充 

事業主体：JA 十市 

農産物の価格低迷と資材等の高騰により大幅に減

少している農家所得の向上のため、直販所を移転

改装するとともに機能拡充を図り、地元農産品を

活用した商品の販売と顧客獲得に取り組む。 

３ 
加工品販売による夜須地域の活性化 

事業主体：協同組合やすらぎ市 

地場産品を生かした加工品開発・販売を行い、生

産農家の所得向上につなげる。 

４ 

広域観光の取り組みの推進 

事業主体：物部川地域観光振興協議会、南

国市、香南市、香美市、南国市観光協会、

香南市観光協会、香美市観光協会 

物部川地域の自然、観光施設、体験メニュー等の

多様な観光資源を広域的に組み合わせ、魅力的な

観光商品とするとともに、一体として情報発信を

行うことにより、観光客の広域的な誘致を推進し、

交流人口の拡大を図る。 

 

■削除 

NO. アクションプラン名 削除する理由 

１ 

高齢農家とともに支える農業の仕組みづく

りと集落の活性化 

事業主体：県（中央東農業振興センター）

こうち型集落営農の組織化の取り組みは、成長戦略

において農業振興センター主導で進めてきており、地

域ＡＰにも位置づけていたもの。引き続き、農業振興

センターの普及指導計画の重点課題に位置づけ、作

業受委託の拡大や園芸品目の定着への支援など、

成長戦略での支援に整理したため。 
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